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1. 平成31年2月期第2四半期の連結業績（平成30年3月1日～平成30年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年2月期第2四半期 37,761 △1.5 304 △28.8 76 △37.6 △3,666 ―

30年2月期第2四半期 38,318 △1.8 428 △27.1 122 △58.6 599 112.9

（注）包括利益 31年2月期第2四半期　　△3,671百万円 （―％） 30年2月期第2四半期　　603百万円 （27.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年2月期第2四半期 △320.02 ―

30年2月期第2四半期 52.35 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年2月期第2四半期 55,457 6,450 11.6 562.97

30年2月期 58,008 10,121 17.4 883.41

（参考）自己資本 31年2月期第2四半期 6,450百万円 30年2月期 10,121百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年2月期 ― ― ― 0.00 0.00

31年2月期 ― ―

31年2月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 2月期の連結業績予想（平成30年 3月 1日～平成31年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 78,400 0.1 1,100 △4.1 400 △28.7 ― ― ―

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

・親会社株主に帰属する当期純利益につきましては未定とさせていただきます。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年2月期2Q 11,480,495 株 30年2月期 11,480,495 株

② 期末自己株式数 31年2月期2Q 23,199 株 30年2月期 23,188 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年2月期2Q 11,457,301 株 30年2月期2Q 11,457,701 株

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績に影響を及ぼす可能性のある重要な要因は、当社グループを取り巻く商圏
動向、公的規制、自然災害・事故、金利の変動等がありますが、これらに限定されるものではありません。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１. 当四半期決算に関する定性的情報

　(1) 経営成績に関する説明
  当第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年８月31日）におけるわが国経済は、企業収益
や雇用・所得環境の改善が継続し、緩やかな回復基調で推移したものの、米国の通商政策による貿易摩擦
が世界経済に与える影響などが懸念され、先行きは不透明な状況となっております。
  百貨店業界におきましては、国内富裕層や訪日外国人によるインバウンド需要が昨年に引き続き高い伸
びを示したこともあり、売上高は総じて堅調に推移いたしました。一方、都市圏と消費に温度差がある地
方圏は、依然として厳しい商況が続いております。
  こうした状況の中、当社グループにおきましては、引き続き将来の成長を見据えた基礎固めとして「井
筒屋グループ 中期３ヵ年経営計画（平成28年度～平成30年度）」を推進いたしております。
  本店におきましては、７月の豪雨災害、台風などの影響があったものの、クリアランスの会期前倒しや
日本百貨店協会の初企画「プレミアムサマーバザール」に参画することにより夏物クリアランス後半商戦
の売上に寄与いたしました。
  本館６階では、ジュエリーブランド「ギメル」の単独ショップをオープン、洗練されたデザインの商品
を展開し、外商顧客を中心にご好評いただいております。本館１階には人気の化粧品ブランド「ボビイ ブ
ラウン」をオープンし、好調が続いている化粧品の更なる強化を図ってまいりました。
  また、６月に初開催いたしましたハワイアンフェスティバルでは、連日地元のフラダンスチームによる
ショーを実施し、地域の方々と一緒に参加型のイベントに取り組んでまいりました。夏休み期間中には、
新館20周年記念企画として女性に人気のスウェーデンの陶芸家リサ・ラーソンの展覧会を開催し、多くの
お客様にご来場いただくなど、本店を中心に百貨店らしい商品力強化や新しいコト企画の実施を推進して
まいりました。
  その一方で、本年７月、将来的に収益の改善が見込めない店舗・事業の構造改革を行うことにより、限
られた経営資源を旗艦店である本店および山口店に集中すべく、当社営業店舗である黒崎店を平成31年５
月末にて、当社連結子会社である株式会社コレット井筒屋（店名コレット）を平成31年２月末、株式会社
山口井筒屋宇部店を平成30年12月末にて営業終了することを決定いたしました。長年のご愛顧に心より感
謝申し上げます。
  当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は37,761百万円（前年
同期比98.5%）となりました。営業利益は304百万円（前年同期比71.2%）、経常利益は76百万円（前年同期
比62.4％）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は、減損損失2,108百万円、事業構造改善引当金繰
入額1,428百万円等を特別損失に計上したことから3,666百万円（前年同期は599百万円の親会社株主に帰属
する四半期純利益）となりました。　　　　　　　　　

　(2) 財政状態に関する説明
　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて2,551百万円減少し、55,457百万円
となりました。これは主に建物及び構築物等が減少したことによるものであります。
　負債については前連結会計年度末に比べて1,120百万円増加し、49,007百万円となりました。これは主に
事業構造改善引当金の計上によるものであります。純資産は、前連結会計年度末に比べて3,671百万円減少
し、6,450百万円となりました。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。

　(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
　 平成31年２月期の業績予想につきましては、平成30年７月31日公表の通期業績予想から変更はありま
 せん。
(注)　上記の業績予想は、この資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、
　　実際の業績は今後の様々な要因により、予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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　(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項
　　　(継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

  　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　 該当事項はありません。
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